
かながわ森林インストラクターの会活動再開ガイドライン 
 

＊森林インストラクターとしての自分自身の行動と心構えが参加者の 
行動に大きく影響するということを認識して活動に臨みます。 

 
１） 自分自身の体調は自分で管理して、体温などは常に把握する。 
２）いつもと違うなど違和感がある時は活動に参加しない。 
３）常に三密（密集・密接・密閉）を避ける。 
４）他人との間隔を確保して、マスクを着用し必要ならフェイスシールドの使用を考える。 
５）手洗いと手指の消毒に努める。 
６）活動中も参加者の動きをよく観察して必要なら声掛けをする。 
７）具合の悪い参加者が発生したときは、活動を中断する。 
８）プログラムの変更中止をためらわない。 
９）最後まで参加者の動きなどよく観察する。 
10）インストラクター会の主催活動では参加者・連絡先名簿を作成する。 
 
 
 


